
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      北九州市立板櫃中学校 学校通信 第 69号 
 
 
 
 
 
 

令和５年１０月３日（火）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市小倉北区白萩町８番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/itabitsu-j/ 

＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

  時間があるときにちょっと一読！ 

 
● 離れて分かった母の愛  愛知県：Iさん（２０歳） 

僕は、何かにつけて口うるさい母がイヤでしかたがありませんでした。それこそ、1から10ま

で干渉されているようで、早く独立して家を出て行くことばかり考えていました。 

幸い、近くにちょうどいい部屋が開いたので、すぐに引っ越しました。 

やっと、うるさい母から離れて暮らすことができ、解放された感じがしてうれしい毎日でした。 

ところが、いざ自分で暮らすとなると、食事・洗濯・掃除などでアルバイトで疲れた身体には

こたえました。食事もコンビニで買った弁当やカップ麺で済ますことが多くなり、おまけに洗濯

物もたたまずに部屋の隅や衣装ケースに丸めてつっこんでおくようになってしまいました。 

そんなある時、自転車のカゴにおかずが置いてありました。母に違いありません。 

アルバイトで疲れた身体に母の作った「肉ジャガ」の味には、とても有り難い気持ちがしまし

た。何も手紙やメモもありませんでしたが嬉しい感じがしました。 

一緒にいる時は“口うるさいだけの母”と思っていましたが、そうではありませんでした。親と

しての優しい愛情だったのです。 

それでも、実家に帰ると母に面と向かって何も言えず、 

ただ、黙ってあいた容器を台所に置くだけでした。母も何も言いません。 

しかし、心の底ではとても感謝しています。 

●見えないところに工夫はある 

知っているようで、実は知らないということが、よくあります。 

みなさん、家にあるコンセントの穴が、左右大きさが違うことを知っていましたか？ 

実は、家庭用の電気というのは６６００ボルトもある電流を１００ボルトに下げて、各家庭に送

っているのです。 

可能性としては非常に低いですが、万が一６６００ボルトの電流が家庭に流れたら、 

これはもう大惨事です。 そこで、電流を地面に流すアースが必要なわけです。 

コンセントの家の片方は、地面へとアースとしてつながっているのです。 

見えないところに工夫というものはあるのですね。 

 

 

●インターネットは小さな百科事典 

今の時代は、インターネットを使って資料を探します。それをパソコンの画面からみんなに見

てもらいます。インターネットという言葉はもはや当たり前のように使われています。 

インターネットは、自分のパソコンから電話回線を通じて世界中のパソコンにつなぐことがで

きます。だから世界中のいろいろな資料が簡単に手には入るのです。百科事典何万冊分のデ

ータが一瞬にして自分の手元に届くのです。しかも文章、音声、写真、ビデオ動画とさまざまな

手段（メディアといいます）で情報を得ることができす。 

２年前、小学校勤務の時に、長崎にある原爆資料館のホームページを開きました。福岡にい

ながらにして、資料館の中身を見ることができます。もちろん本物にふれなければすべては語れ

ませんが、そのための資料としてはこれ以上はありません。 

コンピュータ社会、マルチメディアなどという言葉がもてはやされる今、便利なものはうまく利

用して、生かすことも必要です。情報に踊らされるようでは困りますが、上手に利用していくとと

ても楽しい世界が開けます。 

インターネットの話題でもう一つ。先日「芸能人の●●が結婚した」といううわさがインターネ

ットを通じて流されました。インターネットではこの手の話題がよく流されます。情報が多ければ

多いほど、受ける人は情報をしっかり見つめ厳しく選ばなければなりません。なにもかも鵜呑み

（うのみ）にすると、たいへんなことになります。 

みなさんの周りにもいろいろなうわさがあります。それが悪口やいじめにつながることもあり

ます。情報をしっかりみつめる目をもたなければなりません。周りのムードに流されて何もかも

周りにあわせてしまってはならないのです。どうですか。思い当たることはありませんか。  

●九月の空 

今日（２８日）の空を見ましたか。細かい雲が遠くに広がり、空はとても高く 

見えます。季節はたしかに夏から秋へとかわりつつあります。 

さて、石川啄木（いしかわ・たくぼく）の短歌にこういうのがあります。 

「不来方の お城の草に 寝ころびて 空に吸はれし 十五の心」 

石川啄木という人は学校が嫌いでした。いつも空ばかりみていました。不来方（こずかた）

城の城跡の草むらにごろんと寝転がって広い空をぼーっと見ています。なんとなくすべてが空

に吸い込まれそうな気持ちになりました。十五のころのことです。それがこの短歌です。みなさ

んの年齢はいろいろなことに迷う年齢です。悪い分かっていてもしてしまう、気持ちをうまく表

せない、何かに腹が立つ、自分がつまらなく思える、何をしたいかわからない・・・。みなさんも

そんな気持ちになったことはありませんか。啄木はその気持ちを、「空に吸はれし十五の心」と

歌ったのです。尾崎豊という人がいます。（知らない人もいるかもしれません）彼の昔の曲に

「十五の夜」というのがあります。その中で十五歳の気持ちをこう歌っています。 

「誰にもしばられたくないと逃げ込んだこの夜に 自由を求めて続けた十五の夜」 

みなさんは今の気持ちをどう表現できるのでしょうか。 



 

 

 

 


